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若
葉
の
隙
間
か
ら
や
さ
し
く
差

し
込
む
木
漏
れ
日
が
、
木
の
根
で

覆
わ
れ
た
山
道
に
無
数
の
模
様
を

映
し
出
し
て
い
ま
す
。「
ザ
ッ
、

ザ
ッ
、
ザ
ッ
、
ザ
ッ
」。
黄
緑
色

の
葉
を
付
け
た
木
々
の
ト
ン
ネ
ル

を
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
さ
っ
そ
う

と
走
り
抜
け
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
飯
山
白
山
森
林
公
園

内
の
散
策
路
。
昨
年
12
月
、
自
然

の
野
山
を
走
っ
て
楽
し
む
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
コ
ー
ス
が
、
こ

の
場
所
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
先
の
尾
根
伝
い
の
道
は
、

風
通
し
が
よ
く
て
最
高
に
気
持
ち

い
い
で
す
よ
」。
先
頭
を
走
り
仲

間
を
案
内
す
る
の
は
荒
川
真
一
さ

ん
（
27
・
飯
山
）。
地
元
の
温
泉

旅
館
を
拠
点
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

健
康
管
理
な
ど
を
す
る
傍
ら
、

コ
ー
ス
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
ま

す
。
飯
山
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
コ
ー
ス
作

り
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
の
整
備
は
、
市
の
観
光

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
須
藤
兼
之

さ
ん
の
提
案
で
始
ま
り
ま
し
た
。

荒
川
さ
ん
は
幾
度
と
な
く
園
内
を

駆
け
回
り
、
走
る
人
の
視
点
に

立
っ
て
順
路
を
決
め
、
初
め
て
来

た
人
で
も
安
心
し
て
走
れ
る
よ
う

案
内
標
識
の
設
置
を
提
案
し
ま
し

た
。
標
識
は
、
飯
山
温
泉
郷
の
旅

館
組
合
が
中
心
と
な
り
製
作
し
、

5
0
0
㍍
ご
と
に
お
よ
そ
80
枚
を

取
り
付
け
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
出
来
た
ば
か
り
の

コ
ー
ス
で
大
会
を
開
催
。
市
内
外

か
ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
、「
気

持
ち
よ
く
走
れ
た
」「
ま
た
開
催

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
う
れ
し
い

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
急
な
坂
を
上
り
終
え
て
見
る

眺
望
は
格
別
。
走
っ
て
こ
そ
分
か

る
爽
快
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
目
を
輝
か
せ
る
荒
川
さ
ん
。

新
た
な
自
然
の
魅
力
を
探
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
続
き
ま
す
。

問
市
観
光
協
会
☎
228
局
１
１
３
１

#

目
 
次

こちらから

２面　市民参加条例施行
皆さんの声をまちづくりに反映させ
るための条例が施行されました。条例
の主な内容をお知らせします。

3面　第5次行政改革始まる
市民サービスの向上を目指してス
タートした第5次行革。市の業務や組
織の無駄をなくす取り組みを紹介。

4・5面　快適な自転車ライフを
環境に優しく、便利な自転車。安全に
利用するために、ルールやマナーをも
う一度確認しましょう。

6・7面　タウンガイド

催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
を満載。

●トレイルランニング●
登山道や林道などを自由
に走るスポーツ。ランニ
ングブームや健康・癒や
し志向を受け、人気が高
まっている。起伏のある
コースでトレーニングを
しながら、四季折々の自
然を楽しめるのが魅力。

先頭を走る荒川さん。そ
の足元には設置した案内
標識が見える

白山の山頂から望む大山

　コースの整備は、プロ
デューサーに就任した時
から実現したかったこと
の一つです。飯山にはハ
イキングコースや、温泉
郷があります。走った後
に、温泉で汗を流す。こ

んなに絶好の環境は、なかなかありませ
ん。この取り組みは始まったばかり。新た
なコースの整備や大会の開催など、より人
が集まる場所にするための企画を地域の皆
さんと一緒に進めていきます。

観光プロデューサー
須藤兼之さん

新 た な
自 然 の
楽しみ方

野
山
を
駆
け
る

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

スタート
ゴール

桜コース（4.8 ㌔）
もみじコース（6.8 ㌔）

庫裡橋

ニコニコは「なかよくしよう」の
　　　あいずだよ

5月5日～11日

CATV５/1～放送
あつぎ 元気Wave

コースマップ
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市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
条
例
の
制
定
な
ど
に
対
す
る
市
民
参
加
の

仕
組
み
を
定
め
た
「
市
民
参
加
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
意
見
を
募
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
に
基

づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
市
民
参
加
条
例
が
施
行

市
民
参
加
で
よ
り
よ
い
ま
ち
に

元
気

モンゴルに緊急車両を２台寄贈

　
桜
の
蕾つ

ぼ
み

が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
４
月
５

日
、
火
災
や
急
病
な
ど
非
常
時
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
を
支
援
す

る
た
め
、
排
ガ
ス
規
制
な
ど
で
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
救
急
車
と
消
防
車
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
寄
付
は
、
同
国
出
身
で
大
相
撲
の
大

関
、
日は

る

馬ま

富ふ

士じ

関
を
通
じ
て
依
頼
さ
れ

た
も
の
で
す
。
大
関
は
ソ
ド
ブ
ジ
ャ
ム

ツ
・
フ
レ
ル
バ
ー
タ
ル
駐
日
モ
ン
ゴ
ル

国
特
命
全
権
大
使
と
共
に
贈
呈
式
に
出

席
。「
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
の
で
う

れ
し
い
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
人
の
た
め
に
尽
く
す
人
間
と
な
れ
」

と
い
う
父
親
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
、
熱

心
に
慈
善
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

大
関
。こ
う
し
た
活
動
や
、土
俵
で
真
っ

向
勝
負
を
挑
む
姿
は
、
多
く
の
人
を
勇

気
付
け
、
笑
顔
に
さ
せ
る
力
を
持
っ
て

い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の

大
関
の
高
い
志
と
行
動
力
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
新
し
い
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、
国
内
を
は
じ
め
、
世
界
の
国
々
と

の
友
好
の
輪
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

トピック 市民参加

施
設
の
設
置
に
係
る
計
画
を
含
む
）
③
そ
の

他
重
要
な
政
策
な
ど
の
策
定
（
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
制
度
や
金
銭
の
徴
収

に
係
る
方
針
の
策
定
な
ど
を
含
む
）―
で
す
。

　
対
象
行
為
の
中
に
は
市
民
参
加
手
続
き
を

実
施
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場

合
は
理
由
を
公
表
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
参
加
手
法

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
な
ど
を
述
べ
て
い

た
だ
く
方
法
と
し
て
①
審
議
会
な
ど
の
運
営

②
市
民
会
議
の
設
置
③
意
見
交
換
会
の
開
催

④
公
募
の
市
民
が
共
通
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

共
同
作
業
な
ど
を
行
い
意
見
を
ま
と
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
⑤
意
向
調
査
の
実

施
⑥
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
（
左
欄

参
照
）の
実
施
―
を
規
定
。
①
〜
⑤
は
計
画
、

条
例
案
な
ど
の
検
討
段
階
、
⑥
は
案
の
決
定

に
当
た
っ
て
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
に
際
し
て
は
、
広
報
あ
つ
ぎ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
参
加
者
を
公
募
す
る

ほ
か
、
必
要
と
な
る
事
項
を
事
前
に
公
表
し

ま
す
。

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
参
加
が
進
め
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

知
識
、
経
験
、
創
造
力
が
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
市
民
自
治
の
推
進
や
、

行
政
運
営
の
透
明
性
の
確
保
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
づ
く
り
を
、
市
民
参
加
で
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
広
報
課
☎
225
局
２
０
４
３

　
市
民
参
加
条
例
は
、
公
共
施
設
の
整
備
計

画
や
条
例
な
ど
の
制
定
に
当
た
り
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
す
る
仕
組
み
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
条
例
の
施
行
に
よ
り
、
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
ま
す
。

参
加
の
権
利
を
保
障

　
市
民
参
加
条
例
は
、
平
成
22
年
に
制
定
さ

れ
た
「
自
治
基
本
条
例
」
に
規
定
さ
れ
て
い

る
市
民
参
加
の
基
本
的
な
事
項
を
具
体
化
し

た
も
の
で
す
。
多
様
な
意
見
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
を
整
備
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
政
策
形
成
の
過
程
に
参
加
で
き
る
権
利
を

保
障
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
行
為
は

　
市
民
参
加
の
対
象
と
な
る
行
為
は
次
の
通

り
で
す
。

　
①
条
例
な
ど
の
制
定
、
改
正
ま
た
は
廃
止

②
計
画
の
策
定
、
改
定
ま
た
は
廃
止
（
公
共

【市民参加手続きの流れ】
素案の検討過程 案の決定

条例、計画
などの素案
の検討

条例、計画
などの素案
の作成

条例案、計
画案などの
作成

条
例
、
計
画
な
ど
の
制
定

⑥パブリック
　コメント

①審議会

②市民会議 ⑤意向調査

③意見交換会

④ワークショップ

○パブリックコメントについて
　（市民参加条例第10条）　

　計画や条例などの案の段階で市民の
皆さんに公表し、その案に対する意見、
要望などを募集し、それらを考慮しな
がら最終案を決定するとともに、市の考
え方を併せて公表していくものです。
公表場所　行為の案や資料を公民館や
図書館などに設置
意見募集期間　公表の日から30日以上
意見の提出方法　郵送、ファクス、E
メールなど

市民参加を進めるため、情報の公開に努めます
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行
　
革

ト
ピ
ッ
ク

　市では、市の業務や組織を見直し無駄をなくす行政改革（行
革）に取り組んでいます。市民の皆さんのニーズに応え、より
良いサービスを提供していくため、４月から第５次行革がス
タートしました。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
４
次

に
わ
た
る
行
革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
行

政
の
透
明
度
や
市
民
参
加
度
な
ど
を
評
価
す

る
民
間
調
査
「
経
営
革
新
度
」
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
、
昨
年
は
全
国
８
０
９
市
区
中
第
2
位

と
な
る
な
ど
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
5
次
行
革
で

は
「
徹
底
的
に
無
駄
を
な
く
す
」
を
テ
ー
マ

に
、
さ
ら
に
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
本
の
柱
で
改
革
を
推
進

　
第
５
次
行
革
は
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年

間
を
計
画
期
間
に
設
定
。
改
革
を
着
実
に
進

め
る
た
め
、次
の
３
本
の
柱
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
ス
リ
ム
化
し
た
組
織
の
実
現

　
効
率
的
な
業
務
の
執
行
体
制
を
実
現
し
職

員
数
を
削
減
す
る
た
め
、
事
業
の
委
託
化
や

統
廃
合
を
進
め
ま
す
。
職
員
給
与
の
削
減
や

非
常
勤
職
員
な
ど
の
報
酬
の
見
直
し
に
努
め

ま
す
。

②
市
民
と
の
協
働
の
推
進

　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
や
協
働
を
進

め
る
た
め
、
行
政
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い

く
た
め
の
住
民
自
治
組
織
で
あ
る
「
地
区
市

民
自
治
推
進
組
織
」
の
設
置
を
促
し
、
市
民

の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
注
目
さ
れ
て
い
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
る
な

ど
、
市
民
と
の
協
働
で
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
強
固
で
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立

　
徹
底
的
な
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
削
減
と
市

債
残
高
の
縮
小
に
努
め
、
将
来
を
見
据
え
た

行
政
経
営
の
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

　
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
修
繕
計
画

の
策
定
や
委
託
業
務
の
一
元
化
な
ど
に
よ

り
、
効
率
化
を
進
め
経
費
を
縮
減
し
ま
す
。

　
歳
入
の
面
で
は
、
特
定
財
源
の
確
保
や
広

告
事
業
の
拡
大
な
ど
で
、
新
た
な
財
源
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
状
況
の
公
表

　

改
革
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
、「
広
報
あ
つ
ぎ
」

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
225
局
２
１
６
０

市民サービスの向上を目指して

第５次行政改革始まる

　市では、助成制度で家庭での環境対策を応援します。
◆住宅用太陽光発電システム設置補助金（設置前申請）
≪対　　象≫市内の自宅に太陽光発電システムを設置する個人
≪補助金額≫１ｋｗ当たり約３万円（上限10万４千円）※県の補助含む
◆電気自動車購入奨励金（購入後申請）
≪対　　象≫電気自動車を購入した個人
≪補助金額≫１台10万円
◆住宅用蓄電池等購入奨励金（設置後申請）
≪対　　象≫住宅へ蓄電設備を導入した個人
≪補助金額≫１台５万円
◆合併処理浄化槽整備事業補助金（工事前申請）
≪対　　象≫ 市街化調整区域在住で単独処理浄化槽または汲み取り式便

所から合併処理浄化槽への設置替えをする世帯
≪補助金額≫５人槽＝40または50万円、７人槽以上＝56または66万円
　　　　　　※金額は設置区分で異なります。
◆省エネナビの貸し出し
≪対　　象≫市内在住の個人　※貸し出し期間３カ月　
　※ 貸し出し前に過去１年分以上の電気使用量が分かる東京電力のシェ
イプアップカルテをご用意ください。

いずれも申請は申し込み順。予定件数になり次第、受け付けは終了します。
◎申請方法などの詳細は環境総務課☎225局2746へ。

温暖化防止などへの取り組みを支援 上 手 に
使 っ て
エコライフ

問こども家庭課☎225局2230

「子ども手当」が「児童手当」に変わりました

《主な変更内容》
①所得制限を導入
　平成24年６月支給分から所得制
限が設けられます。所得制限の限
度額を超える方の支給額は、児童
１人につき月額5,000円です。限
度額は市ホームページでお知らせ
します。
②「子ども手当」申請期限の延長
　23年10月～24年３月分の手当を
受給するための申請期限が、９月
30日（消印有効）に延長されまし
た。申請がお済みでない方は、手
続きをお願いします。
【今まで受給していた方】
　手続きなしで「児童手当」に移行され、24年４月～５月分の手
当が受給できます。６月以降、手当を受給するためには「現況届」
の提出が必要となります。６月初旬に案内を送付しますので、６
月中の申請をお願いします。

　「子ども手当」は、４月１日から「児童手当」に変わりました。
主な変更内容や手続きの方法をお知らせします。

児童の健やかな成長を支援します

①職員数の削減
　 80人を削減します
②再生可能エネルギーの推進
　 太陽光発電システムの

設置件数を２倍にします

③市債残高の削減
　 約31億円を削減します
④収納の強化（滞納繰り越し分）

　 約５億円を増収します
⑤特定財源の確保
　 新たな財源として27億円を確保します
⑥公共施設維持管理の効率化
　 公共建築物長期修繕計画に基づき、効率的な

修繕と工事を実施します

市民との協働の推進も改革の柱（道路里親活動の様子）

検 索厚木市　補助・助成制度インターネットは検 索厚木市　児童手当
詳しい内容はこちら▼

検 索厚木市　行政改革詳しい取り組み内容はこちら▶

第 ５ 次
行 政
改 革 主な取り組みと目標

約1,300件の設置を目指す
太陽光発電システム

平成24～26年度
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安
全
運
転
で

 
快
適
な
自
転
車
ラ
イ
フ
を

で
話
し
ま
す
。

地
域
一
体
で
取
り
組
む

　
「
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
な
い
運
転

者
に
よ
っ
て
、
自
転
車
そ
の
も
の
が

問
題
視
さ
れ
る
の
は
残
念
」
と
話
す

の
は
、
県
自
転
車
商
協
同
組
合
厚
木

支
部
長
の
木
村
直
輝
さ
ん
（
59
・
愛

甲
）。
自
転
車
商
組
合
で
は
、年
に
４

回
自
転
車
の
無
料
点
検
を
実
施
。
自

転
車
運
転
者
へ
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
も
実
施
し
、
安
全
と
モ
ラ
ル

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
木
村
さ
ん
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
み
ん
な
が
す
れ
ば
事
故
は
起

こ
ら
な
い
。
譲
り
合
い
の
気
持
ち
が

大
切
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
厚
木
警
察
署
管
内
交
通
安
全
協
会

の
石
井
廣
好
会
長
は
、「
自
転
車
に
乗

る
人
は
、
事
故
に
遭
う
だ
け
で
な
く

加
害
者
の
立
場
に
も
な
り
得
る
こ
と

を
常
に
意
識
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
す
。
交
通
安
全
関
係
団
体
は
、
多

数
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
交

通
事
故
撲
滅
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

自
転
車
の
有
効
利
用
を

　
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
で
、

自
転
車
は
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川

中
央
交
通
で
は
市
や
市
内
企
業
と
協

力
し
、
市
内
の
一
部
の
バ
ス
停
留
所

に
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
。
マ
イ

カ
ー
通
勤
を
減
ら
し
て
排
気
ガ
ス
の

減
少
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
宮
ケ
瀬
方
面
行
き
な
ど
一
部
の
バ

ス
の
前
面
に
は
自
転
車
を
運
搬
す
る

ラ
ッ
ク
を
搭
載
。
観
光
地
な
ど
で
の

手
軽
な
移
動
手
段
と
し
て
も
、
自
転

車
は
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正
し

く
乗
れ
ば
、
自
転
車
は
決
し
て
危
険

な
乗
り
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご

ろ
の
運
転
を
も
う
一
度
見
直
し
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
く
ら
し
安
全
課
☎
225
局
2
7
6
0

市営中町2丁目
自転車駐車場
市営中町2丁目
自転車駐車場

　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
１
３
９
３

件
。
そ
の
中
で
、
約
２
割
を
占
め
る
の
が
自
転
車
に

よ
る
事
故
（
３
２
４
件
）
で
す
。
今
、
自
転
車
ブ
ー

ム
の
一
方
で
、
歩
行
者
と
の
事
故
や
マ
ナ
ー
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
本
来
、
環
境
に

優
し
く
手
軽
で
健
康
的
な
乗
り
物
で
す
。
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
快
適
な
自
転
車
ラ
イ
フ
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
で
も
誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
。
さ
さ
い
な
不

注
意
や
気
の
緩
み
な
ど
が
、
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
転
車
は
そ
の
手
軽
さ

か
ら
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
車
と

同
じ
車
両
で
す
。
事
故
を
な
く
す
に

は
、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
」
と
い
う

運
転
者
の
意
識
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

子
ど
も
に
対
す
る
教
育

　
「
今
日
は
だ
い
ぶ
い
い
よ
。も
う
少

し
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
」「
も
っ
と
大
き

い
声
を
出
し
て
」。緑
ヶ
丘
小
学
校
の

体
育
館
に
大
き
な
声
が
響
き
ま
す
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
自
転
車
を

運
転
す
る
の
は
、
同
校
の
５
人
の
児

童
た
ち
。
５
月
13
日
に
開
催
さ
れ
る

市
の
「
こ
ど
も
自
転
車
大
会
」
に
向

け
、練
習
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る

　
こ
ど
も
自
転
車
大
会
は
、
競
技
を

通
じ
て
自
転
車
の
安
全
走
行
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
全
国
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
、
県
の
大
会
で

上
位
と
な
っ
た
チ
ー
ム
が
、
全
国
大

会
に
駒
を
進
め
ま
す
。

　
チ
ー
ム
は
、
学
校
ご
と
に
５
人
１

組
で
編
成
。
横
断
歩
道
や
踏
切
の
渡

り
方
な
ど
の
実
践
的
な
「
安
全
走
行

テ
ス
ト
」
と
、
８
の
字
、
ジ
グ
ザ
グ

走
行
な
ど
で
技
術
を
競
う
「
技
能
走

行
テ
ス
ト
」、交
通
規
則
、道
路
標
識

な
ど
に
関
す
る
「
学
科
テ
ス
ト
」
の

３
つ
の
テ
ス
ト
で
順
位
を
競
い
ま

す
。
知
識
と
技
術
の
両
面
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
緑
ヶ
丘
小
の
ほ
か
、

清
水
小
、
厚
木
小
が
参
加
。
各
地
域

の
交
通
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、「
交
通
安
全
母
の
会
」
や

学
校
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
熱
心
に

活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

競
争
で
身
に
付
く
ル
ー
ル

　
緑
ヶ
丘
小
で
監
督
を
務
め
る
交
通

安
全
指
導
員
の
長
谷
川
吉
昭
さ
ん

（
69
・
緑
ヶ
丘
）
は
、「
た
だ
ル
ー
ル

を
教
え
る
だ
け
で
は
な
か
な
か
身
に

付
か
な
い
。
目
標
が
あ
る
か
ら
み
ん

な
必
死
に
な
っ
て
学
習
で
き
る
」
と

大
会
の
重
要
性
を
話
し
ま
す
。

　
６
年
生
の
メ
ン
バ
ー
は
昨
年
の
10

月
か
ら
週
に
３
回
、
学
校
で
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
熱
心
に
活
動
を

続
け
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
安
全

へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
濱
﨑

菜な
つ
み紬
さ
ん（
11
）は「
道
路
の
標
識
や
交

通
ル
ー
ル
に
詳
し
く
な
っ
た
。
今
は

全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
が
目
標
だ

け
ど
、
学
ん
だ
こ
と
は
ず
っ
と
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
充
実
し
た
表
情

交
通
ル
ー
ル
、
守
っ
て
ま
す
か
!?

《申込場所》市営泉町自転車駐車場
　　　　　 管理事務所（泉町17- １・☎225局0990）
《料　　金》一般＝１カ月1,000円　学生＝１カ月800円

　1,535台の自転車が駐車できる地上３階建ての駐車場
がいよいよオープン。本厚木駅周辺の放置自転車解消を目
指します。

自転車放置禁止区域を
拡大します
　自転車駐車場のオープンに伴い、自転
車放置禁止区域を7月1日から変更しま
す。歩行者の安全性や快適性をさらに高
めるため、厚木公園周辺を禁止区域に追
加。放置自転車ゼロを目指します。

厚木市役所
（本庁舎）

にぎわい処・番屋

厚木公園

中町花の公園

小田
急小
田原
線

総合福祉
センター

市民ギャラリー
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バス
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放置禁止区域

1 18～　 自転車等駐車場
※赤い部分は放置禁止区域

厚木市役所
（本庁舎）

厚木公園

中町花の公園

小田
急小
田原
線

総合福祉
センター

市民ギャラリー
パスポートセンター

シティプラザ
中央図書館

バス
センター

放置禁止区域

中　町

寿町

泉町

旭　町

旭局

中町

本厚木駅東口

駅南口入口

本厚木駅北口

本厚木駅

4

10

14

1
13

8

18

6 7

15 16 12
17

3

5 2
11

9

1 18～　 自転車等駐車場
※赤い部分は放置禁止区域

新規指定区域

禁止区域を線から面へ変更

にぎわい処・番屋

「市自転車の放置防止に関する条例施行規則」を一部改正
　自転車放置禁止区域外に放置されている自転車を移動する場合、こ
れまで7日間以上の警告期間が必要でしたが、必要があると認められ
るときは期間を短縮できるよう規則を一部改正しました。道路の状況
などを的確に見極めて対応し、通行の安全確保に努めます。

問くらし安全課☎225局2760

　交通機関がまひした昨年の震災
の影響などで、通勤手段を自転車
に替える人が増えています。安全
に、事故なく乗るには定期的な点
検が大切です。子どもが乗ってい
る自転車は特に消耗が激しいので、 
半年に一度の点検をお勧めしま
す。事故が発生しやすくて注意が
必要なのが、夕方の薄暗い時間帯。
事故に遭わないために、自転車に
反射材シールを貼ったり白っぽい
服を着たりして、車や歩行者に気
付かれるような工夫をするのもよ
いのではないでしょうか。

正しい自転車の乗り方再確認！

放置禁止区域（現在）

放置禁止区域（変更後）

７月１日
オープン

地域一体で取り組む交通安全運動

定期利用の
申 し 込 み

0

500

1000

1500

2000 自転車事故
件数（全体）

平成23年平成22年平成21年平成20年平成19年

1,899

408
324

1,751
1,663

1,499
1,393

30

25

20

15

10

5

0

3

13

10
7

4

411
387 342

0 0
2 1 1

死者

件数 死者（人）

市内の交通事故発生件数の推移

定期的な
点検を
県自転車商協同組合
厚木支部長
木村直輝さん

厚木市自転車安全利用
促進条例を制定します

　自転車の安全利用促進やマナー向上について、地域が一体と
なって取り組むため「（仮称）厚木市自転車安全利用促進条例」
の制定を進めています。24年度中の制定を目指し、検討委員
会による検討やパブリックコメントなどを実施していきます。

条件や詳細についてはお問い合わせください。

①幼児・児童用
　自転車ヘルメット
　１個1,000円
②幼児２人同乗用自転車
　最大31,000円
③チャイルドシート
　１個5,000円

子どもを守る３つの助成実施中！

問くらし安全課☎225局2760

小学生以下の皆さ
んは必ずヘルメッ
トを着用しましょ
う

ヘッドホンなどで
音楽を聴きながら
の運転は駄目。周
りの音が聞こえず
とても危険です暗くなったら必

ずライトを点
灯。無灯火は歩
行者や車から見
えにくく危険 サドルに座ったと

き足の先が地面に
着く高さがベスト

必ず両手で運転を。
携帯電話で話をしな
がらや傘差し運転は
事故の大きな原因と
なります

に
ぎ
わ
い
処
・
番
屋

向
か
い（
下
の
地
図
❸
）

《場所》

CATV5/1～放送
こども自転車大会の
練習風景を紹介

あつぎ 元気Wave

交通安全指導員のアドバイスを受けながら、熱心に練習する緑ケ丘小の子どもたち
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期》6月1日から2年《報酬》1回7,800
円（交通費含む）。申郷土資料館に
ある申込書（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を書
き、小論文を添えて5月15日（必着）
までに郷土資料館☎225局2515へ。

5月12日は民生委員･児童委員の日
　民生委員･児童委員は、厚生労
働省から委嘱され、高齢･障がい･
児童問題などの福祉に関して、住
民の相談･援助、情報提供や福祉
事務所の協力などを行っていま
す。委員には守秘義務があります
ので、福祉に関してお困りのこと
がありましたら、担当の委員にお
気軽にご相談ください。お住まい
の区域の担当委員については、福
祉総務課☎225局2200へお問い合
せください。

市民活動事業費の一部を助成
　ボランティアなど公益的な市民
活動を行う団体に、3年を上限に
活動事業費の一部を助成します。
《補助対象団体》①市民が自発的、
自立的に活動②不特定多数の市民
の利益増進が目的③市内に主たる
事務所または活動拠点がある④次
年度以降も継続して活動する見込
みがある⑤構成員が3人以上―の
全てを満たす団体《補助金額》経
費から収入を控除した額の2分の1
（上限20万円）。申市民協働推進課
や市民活動サポート室などにある
申請書（市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を書き、
6月1日～29日までに市民協働推進
課☎225局2141へ。

固定資産税の非課税・減免
《非課税》①宗教法人、学校法人、
更生保護法人、社会福祉法人など
が所有する固定資産で、本来の用
途に利用（別の所有者が無償で使
用させている場合を含む）②社会

医療法人が直接救急医療などに利
用―のいずれかの条件を満たす固
定資産《減免》①生活保護法に基づ
く生活扶助（これに準ずる保護）を
受けている方②広く市民が利用で
きるものとして無償で提供③火災
や風水害などの災害で被害を受け
た④相続税として物納された―の
いずれかの条件を満たす固定資
産。いずれも適用には、納期限ま
でに申告などが必要です。問資産
税課☎225局2030。

高齢者肺炎球菌ワクチン
予防接種費用の一部助成
　ワクチンの予防接種を希望する
方に対し、接種に掛かる費用を一
部助成します。
《期間》平成25年3月31日まで《対
象》市内在住で接種当日に満65歳
以上の方《助成費用》3,000円《接
種場所》契約医療機関（詳細はお
問い合せください）《持ち物》保険
証。問健康づくり課☎225局2201。

市立病院駐車場の暫定有料化
　夏に始まる新病院建設工事に伴
い、市立病院の駐車場を縮小しま
した。路線バスなどの公共交通機
関の利用をお願いしていますが、
公平性を保ち、駐車場を適正に利
用していただくため、6月1日（予
定）から駐車場を暫定的に有料化
します。外来患者が駐車しやすい
ように一般の利用者と差別化した
料金体系を導入する予定です。詳
細は決まり次第、病院ホームペー
ジなどに掲載します。問経営管理
課☎221局1570。

話番号、市外の方は勤務先または
学校名を書き、5月25日までに
〒243-8511福祉総務課内日本赤十
字社厚木市地区（☎225局2200）へ。
抽選（市内在住在勤在学の方を優
先）。合格者に認定証を交付。

日本赤十字社社資の募集
　5月は赤十字社社資増強運動月
間です。社資の募集にご協力くだ
さい。問福祉総務課内日本赤十字
社厚木市地区☎225局2200。

廃棄物の減量化などの制度の
一部改正に対する意見を募集
　廃棄物の減量化および資源化推
進に関する制度を一部改正するに
当たり、意見を募集します。
《閲覧場所》環境総務課や市政情報
コーナー、公民館、市ホームペー
ジなど《提出資格》市内在住在勤在
学の方、市内に事業所や事務所が
ある個人･法人《提出方法》所定の
用紙に必要事項を書き、5月31日ま
でに公民館などにある「わたしの
提案」箱へ投函するか、郵送（消印
有効）またはファクス、Ｅメールで
〒243-8511環 境総務課☎225局
2780·薨223局1668·ｅ-ｍａｉｌ＝3100
＠ｃｉｔｙ.ａｔｓｕｇｉ.ｋａｎａｇａｗａ.jｐへ。

高齢者福祉施設の事業者を募集
　第5期高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画に基づく、特別養
護老人ホームなどの設置運営を希
望する事業者を募集します。
《募集事業者》①特別養護老人ホー
ム②介護老人保健施設。申市ホー
ムページに掲載する要領などを参
照し、必要書類を5月14日～6月15
日に高齢福祉課☎225局2220へ。

健康づくり推進協議会委員募集
　市民の健康づくり対策や食育を
推進するための方策などに意見を
いただく委員を募集します。
《応募資格》①市内在住で応募日
現在18歳以上②他の付属機関の委
員でない③市の議員・職員でない
―の全ての条件を満たす方《任期》
平成26年5月31日まで《報酬》1日
6,000円（交通費含む）。申健康医
療課にある用紙（市ホームページ
からダウンロード可）に応募動機
（400字程度）、〒住所、氏名、職業、
性別、年代、電話番号、活動経験を

書き、直接または郵送、ファクスで
5月21日（必着）までに〒243-0018
中 町1-4-3健 康 医 療 課 ☎225局
2204･薨223局7066へ。

青少年友好交流訪問団員を募集
　友好都市の韓国･軍浦市を訪問
し、海外の青少年とのキャンプ体
験やホームステイを通じて、国際
交流を体験します。
《期間》7月23日～30日（7泊8日）
《対象》市内在住の高校生10人《訪
問先》軍浦市、ソウル市ほか《参
加費》58,000円程度（別途、保険代）
《条件》交換交流として12月末頃
に軍浦市青少年のホームステイが
受け入れ可能な家庭。申ハガキに
〒住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、学校名、学年、電話番号、
応募理由、パスポートの有無を書
き、5月25日までに〒243-8511秘
書課☎225局2050へ。抽選（初め
ての方を優先）。研修、保護者説
明会あり。公募 310001

特定優良賃貸住宅空き家
入居登録の募集
　ファミリー世帯向け、家賃補助
付き賃貸住宅の空き家入居登録者
を募集します。
《入居団地》①パル本厚木（旭町5
丁目）②グランドゥール厚木（岡
田4丁目）③ステラ本厚木（泉町）
④クリア･エスペーロＳＫ水引（水
引1丁目）⑤レグリール（愛甲）《入
居資格》①同居する親族がおり、
課税対象となる収入がある②所得
が一定範囲内―など《入居時期》
空き家発生時。申5月17日から住
宅課、公民館、本厚木･愛甲石田
駅連絡所で配布する申込書に必要
事項を書き、5月31日（消印有効）
までに〒220-0023横浜市西区平沼
1-3-13ＪＡ全農かながわ特優賃管
理課☎045･321局2468へ。問住宅
課☎225局2330。

郷土資料館運営協議会委員を募集
　郷土資料館の運営や調査研究、
事業計画などの指導助言をする委
員を募集します。
《対象》①市内在住在勤在学で応
募日現在満18歳以上②平日昼間の
会議に出席できる③他の付属機関
の委員でない④市の議員･職員で
ない―の全てを満たす方2人《任

広報番組5月 の ガ イ ド
5月1日～10日 ◆自然を満喫！「トレイルラン」

5月11日～20日 ◆金環日食を見逃すな！
飯山白山森林公園に作られた専用コースの魅力を紹介

5月21日に173年ぶりに起こる「金環日食」を詳しく解説
CATV放送時間（15分）
  ①12時～
  ②19時30分～
  ③22時45分～
※内容は変更する場合があります

番組はホーム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

　12日＝青春のパフォーマン
ス。17時～18時。入場料300円。
19日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会。17時～18時。入場料1,000
円。26日＝あつぎ青春劇場落語
会。「立川志

し え ん

奄（前座名立川ら
く八）」（写真）による落語会。
11時～12時30分。
入場料500円。い
ずれも会場はイオ
ン厚木店8階特設
会場。問にぎわい
処☎225局2840。

５月青春劇場スケジュール
　130 店舗が出店し、家庭で
使われなくなった品物を持ち
寄り販売します。
《日時》5 月 13 日、10 時～ 14
時（雨天の場合は 5月 20 日）。
《会場》厚木中央公園
問環境総務課☎ 225 局 2780

市民ふれあいマーケット

問郷土資料館☎ 225 局 2515

　市内の刀
工家廣木順
一さんの作
品「小刀百
人一首」を
中心に刀の
世界を紹介します。
《期間》5 月 1 日～ 5月 28 日、
　　　 9時～ 17 時。 110961

　市指定無
形民俗文化
財「相模里神
楽」のワーク
ショップを
開催します。

郷土の文化を体験しましょう。
《日時》毎月第 2日曜、
　　　 13 時～ 16 時。

「相模里神楽ワークショップ」
郷土資料館の催し

「刀の世界 -小刀百人一首 -」

※郷土資料館収蔵資料も展示。併せてご覧ください。

訂正　4月15日号7面の街かど
伝言板に掲載した「エレメン
タリー・イングリッシュ・サー
クル」の問い合わせ先は☎
080・5440・1873でした。お
詫びして訂正します。
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タウンガイド
検察庁法務局

JAあつぎ本所

中町
花の公園

バスセンター

･29日、7月2日（全10回）。18時30分
～20時30分。東町スポーツセン
ター。初歩的基礎技術の講習。市
内在住在勤在学の中学生以上の方
30人。3,000円。ウェブ申 110963
◆少林寺拳法教室
　6月9･16･23日（全3回）、9時～
11時。南毛利スポーツセンター（温
水西1-27-1）。初歩的基礎技術の
講習。市内在住在勤在学の小学生
以上の方30人。800円。ウェブ申
110964
◆タグラグビー教室
　6月9･16･23日（全3回）、10時～
12時。南毛利スポーツセンター。
初歩的基礎技術の講習。市内在住
在勤在学で小学生以上の方30人。
800円。ウェブ申 110965
◆ソフトバレーボール教室
　6月9･16･23日（全3回）、18時30分
～20時30分。南毛利スポーツセン
ター。初歩的基礎技術の講習。市
内在住在勤在学で小学生以上の方
30人。1,000円。ウェブ申 110966
　いずれも申し込みは、ハガキ、
ファクスに教室名、〒住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を書
き、5月15日（必着）までに〒243- 
0039温水西1-27-1体育協会☎247
局7212･薨248局7151へ。抽選。

幸せオーラを味方につける
きらきら血液プロジェクト
　5月22・23日（全2回）、13時30分
～15時（23日は15時30分まで）。
パートナーセンター。医師の講演、
健康運動指導士の話と実技、管理
栄養士の話と試食。市内在住の方

マイタウンクラブ

http://www.mytownclub.com/
［携帯電話は末尾にcp/を］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

6月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

80人。無料。申5月15日までに健康
づくり課☎225局2201へ。抽選。
ウェブ申 110901

ヘルスメイト（食生活改善
推進員）養成講座
　6月27日～平成25年2月5日（全
11回）。パートナーセンターほか。
食生活の改善に関する講義、調理
実習など。食生活改善に興味があ
り、ボランティア活動する意欲が
ある市内在住の方28人。受講料
2,000円（別途資料代など）。申5
月25日までに健康づくり課☎225
局2201へ。抽選。 110977

パパママ赤ちゃん教室
　5月19日、10時～11時。保健セ
ンター。乳児期の様子とあやし方
の話、親子遊び（各30分）。市内
在住でお座りから歩き始めまでの
第1子と両親25組。父子手帳、母
子健康手帳、バスタオルをお持ち
ください。無料。申5月15日まで
に健康づくり課☎225局2201へ。
抽選。ウェブ申 110968

中学校卒業後も継続して入院
している場合の医療費助成
　助成対象の子どもが、中学校卒
業から4月以降も継続して入院し
ている場合、入院に係る健康保険
適用医療費の自己負担額が助成さ
れます。問こども家庭課☎225局
2230へ。

日本赤十字社の講習
◇救急員資格継続研修
　6月2日、13時～17時15分。総合
福祉センター。救急員の資格取得
者を対象とした資格継続のための
研修。資格を取得して2年以上3年
未満の方30人。1,000円。ウェブ申
110970
◇養成講習会
　6月3･9･10日（全3回）、9時～17
時。総合福祉センター。心肺蘇

そ せ い

生
法と自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
の取り扱い、応急手当ての基本を
学ぶ。15歳以上で全日程に参加で
きる方30人。3,000円。ウェブ申
110971
　いずれも申し込みは、往復ハガ
キに講習会名（継続研修の方は資
格有効期限を記載）〒住所、氏名
（ふりがな）、性別、生年月日、電

口腔がん講演会
「口の中にも癌

が ん

ができる！」
　6月3日、11時～12時30分。パー
トナーセンター。東海大学医学部
教授による講演会。定員100人。
無料。申5月25日までに健康づく
り課☎225局2201へ。申し込み順。

一緒に始める禁煙生活
　たばこの害を知り、希望日から
の禁煙を目指す（3カ月コース）。市
内在住でたばこを止めようと思っ
ている方。無料。申健康づくり課☎
225局2201へ。申し込み順。 110967

応急手当上級救命講習会
　5月19日、9時～17時。睦合分署
（三田1475-1）。心肺蘇

そ せ い

生法、大出
血時の止血法、自動体外式除細動
器（AED）の取り扱いなど。市
内在住在勤在学で中学生以上の方
30人。無料。申5月10日までに救
急救命課☎223局9365へ。抽選。
ウェブ申 110944

防火管理資格取得等講習（甲種･乙種）
　6月21･22日（全2回）、9時～17時。
荻野運動公園（中荻野1500）。市
内在住在勤の方96人。4,300円（テ

キスト代･返金不可）。申6カ月以
内に撮影した縦4㌢×横3㌢の無背
景、無帽、正面、上半身の写真の
裏面に氏名を書き、申込書と共に
5月22日～25日（受付時間は9時～
17時）に予防課☎223局9370へ。

春季バドミントン大会
　5月27日、9時～。荻野運動公園。
男女シングルス、混合ダブルス、シ
ニア混合ダブルス、男女小学生シ
ングルス。1人1種目1,500円（協会
員1,000円、高校生700円、中学生以
下500円）。申ハガキに〒住所、氏
名、種目、電話番号を書き、5月11日
（必着）までに〒243-0021岡田1-8-
3-104市バドミントン協会・松村
☎090･1732･1837へ。

あつぎラグビーフェスタ
　5月19日、9時30分～15時（小雨決
行）。荻野運動公園。栗田工業と帝
京大学のオープンマッチやタグラ
グビー体験会など。無料。申当日直
接会場へ。問市ラグビーフット
ボール協会･田中☎090·8806·0481。

体育協会のスポーツ教室
◆初心者弓道教室
　5月28日、6月1･4･8･15･18･22･25

　市立病院に新
設された特別職
の病院事業管理
者に、4月1日付
で院長の山本裕
康氏（52）が任命されました。
病院事業管理者は、市立病院
が地方公営企業法の全部適用
に移行したことに伴って設置
したものです。任期は平成28
年3月までの4年間。人事や契
約などの権限を持ち、病院の
効率化などに取り組みます。
問経営管理課☎221局1570

市立病院・病院事業管理者
が就任

　7月9日から外国人住民の皆さんに
も、住民票が作成されます。
《対象》
① 中長期の在留資格を得ている方や
技能実習生の方など
②特別永住者
③出生などによる経過滞在者
《主な変更内容》
① 外国人登録証明書が順次「特別永住者証明書」または「在留カード」
に切り替わります。
② 「外国人登録原票記載事項証明書」から「住民票の写し」に変更
③ 市外へ住所変更する場合は、転出届をして転出証明書の交付を受け
てください。問市民課☎225局2110

《仮住民票を送付します》
　住民票の作成に当たり、5月
中旬に外国人の方に「仮住民
票」を送付します。記載事項を
確認し、修正があれば申し出て
ください。市民課などでもパン
フレットを配布しています。
　詳細は、外国人住基コールセ
ンター☎0570・066・630、在留
カードや特別永住者証明書に
ついては、外国人在留総合イン
フォメーションセンター☎
0570・013・904へお問い合わせ
ください。

外国人住民の住民基本台帳制度 ７月９日
スタート

　市立病院では、5月12日の「看
護の日（ナイチンゲール生誕の
日）」を記念し、さまざまな催し
を実施します。
◆9日＝ロビーコンサート
◆10日＝ワゴンティーサービス
（入院患者のみ）、写真展など

問経営管理課☎221局1570

市立病院　看護の日記念行事
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※65歳以上は住民基本台帳、外国籍市民は外国人登録
原票による

人 　 口

93,513世帯 －前月比291世帯増－

224,038人(男116,534人､女107,504人) 
－前月比1人減－

●65 歳 以 上＝42,245人(男19,787人･女22,458人) 
●外国籍市民＝ 5,447人(男 2,667人･女 2,780人)

（4月1日現在） 世 帯 数

厚木市
の

人　口

【中央通り会場】 
●さつき盆栽の展示・即売
●市民さつき展
●シールまつり
●さつきまつり記念大売り出し
27日のみ 
●開始式／10時～
●歩行者天国オープニングパレード／10時30分～
●優良さつき盆栽の表彰／11時～
●ヒップホップダンス／
　11時～・15時30分～
●歌謡ショー（出演・宮川たかしほか）／
　11時30分～・16時～
●特命戦隊ゴーバスターズショー／
　12時～・16時50分～
●みこしショー／13時10分～
●新極真空手模範演武／13時20分～
●さつき苗無料配布（先着250人）／
　16時～
★市民さつき展への出展希望者は、
　５月17日までに公園緑地課へ

無料休憩所（お茶などのサービス）、骨
こっ
董
とう
市、

小動物園（雨天中止）、 スタンプラリーなど。

5月9日までに東丹沢七沢観光案内所☎248局1102へ（申し込み順）。

専用ストックを使って楽しく歩く

温泉とノルディックウオーキング

申問

爽やかな風が吹く新緑の季節。森林浴で気
持ち良く汗をかき、旅館のおいしい食事に
温泉入浴…。そんなぜいたくなリラックス
タイムを過ごしてみませんか。

大自然でリフレッシュ

美人になれる入浴法を旅館で学ぶ

飯山歴史散歩＆美人向上入浴法

まつり厚木市 つつじが元気に
　　　　咲きました！

シティプラザ
（中央図書館）

保健センター
パートナーセンター

あゆみ橋西入口

東口

日時　５月16日㊌ ９時30分～15時
　　　東丹沢七沢観光案内所集合（小雨決行）
会場　東丹沢七沢温泉郷周辺・広沢寺温泉玉

ぎょく
翠
すい
楼
ろう

内容　ノルディックウオーキング(約５㌔） 、旅館での食事、温泉入浴
定員　40人　参加費　3,000円（食事、入浴料込み）

　市民の手で植えられた5万2000本のツツジが
見頃を迎えています。親子で楽しめるイベント
も多数開催。ご家族そろってお越しください。

第36回

日時５月25日㊎～27日㊐

公園緑地課☎225局2412 問環境みどり公社☎225局2774

まつりまつりさつき

内容 ※雨天の場合、イベントを一部中止する場合があります。

　市の花、さつきが初夏を彩る恒例イベ
ント。きれいなさつきの展示のほか、パ
レードや歌謡ショー、さつき苗の無料配
布などの催しが盛りだくさんです。

９時～18時

2012

日時 ５月12日㊏・13日㊐ 10時~16時
場所 あつぎつつじの丘公園（森の里青山20）

内容

小動物園は子どもたちに大人気

申問

日時　５月17日㊍ ９時30分～14時30分
　　　飯山温泉元湯旅館集合（小雨決行）
会場　飯山観音周辺・飯山温泉元湯旅館
内容　ウオーキング(約3㌔）、旅館での食事、温泉入浴
定員　20人　参加費　3,000円（食事、入浴料込み）

●交通●
厚木バスセンター（本厚木駅）9番乗り場、または愛甲
石田駅3・4番乗り場から乗車。「森の里5丁目」で下車
し徒歩5分（所要時間約30分）。駐車場あり。＊中央通り歩行者天国　27日、10時～18時

両方ともボクも
遊びに行くよ！

【厚木中央公園会場】 
●さつき盆栽の展示・即売
●骨

こっ
董
とう
市

◆26･27日は、みどりの基金に
募金いただいた皆さんへ堆肥
(1人２袋)をプレゼント


